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地域シンクタンク・モニター調査結果から

　

全
国
九
つ
の
研
究
機
関
か
ら
四
半
期
ご
と

に
回
答
を
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
シ
ン
ク
タ

ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー
調
査
で
は
、
地
域
経
済
及

び
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
、
二
○
○
七
年
四
月

〜
六
月
期
の
「
実
績
」
と
、
七
月
〜
九
月
期

の
「
見
通
し
」
を
聞
い
た
。

　

そ
の
結
果
、
来
期
（
七
月
〜
九
月
期
）
の

地
域
経
済
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
モ
ニ
タ

ー
が
現
状
維
持
の
「
横
ば
い
」
と
予
測
。
先

行
き
の
明
る
さ
を
示
す「
好
転
」「
や
や
好
転
」、

厳
し
さ
を
示
す
「
悪
化
」「
や
や
悪
化
」
と
の

回
答
は
寄
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
も
経
済
動
向

と
同
様
の
形
式
で
き
い
た
。
来
期
（
七
月
〜

九
月
期
）
は
「
や
や
好
転
」
と
明
る
い
見
通

し
を
示
し
た
の
は
四
国
経
済
連
合
会
の
み
。

残
り
八
つ
の
モ
ニ
タ
ー
は
現
状
維
持
の
「
横

ば
い
」
と
回
答
。「
悪
化
」「
や
や
悪
化
」
は

ゼ
ロ
だ
っ
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
地
域
間
で
若
干
の
バ

ラ
ツ
キ
は
あ
る
も
の
の
、
景
気
は
回
復
基
調

を
維
持
し
て
い
る
と
の
リ
ポ
ー
ト
が
各
地
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
。
半
面
、
懸
念
材
料
と
し
て
、

原
油
・
原
材
料
価
格
高
騰
を
指
摘
す
る
報
告

が
目
立
ち
、
企
業
収
益
の
圧
迫
を
懸
念
す
る

声
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

他
方
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
人
手
不

足
感
の
高
ま
り
を
指
摘
す
る
声
が
各
地
か
ら

届
い
た
。
中
部
地
方
で
は
製
造
業
だ
け
で
な

く
非
製
造
業
で
も
慢
性
的
な
人
手
不
足
が
続

き
、
中
国
で
は
新
卒
採
用
が
一
段
と
熱
を
帯

び
、
四
国
で
は
人
材
確
保
に
む
け
初
任
給
引

き
上
げ
の
動
き
が
広
が
る
な
ど
、
各
地
で
労

働
需
給
が
逼
迫
し
て
い
る
と
の
報
告
が
寄
せ

ら
れ
た
。

　

北
海
道
二
十
一
世
紀
総
合
研
究
所
は
、
四

月
〜
六
月
期
の
地
域
経
済
に
つ
い
て
、「
企
業

部
門
で
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
建
設
業
が
、

公
共
事
業
削
減
の
流
れ
を
受
け
事
業
環
境
が

厳
し
く
な
る
一
方
、
本
州
や
海
外
需
要
に
支

え
ら
れ
る
鉄
鋼
・
輸
送
・
金
属
な
ど
は
好
調

に
推
移
し
、
道
内
企
業
は
二
極
化
が
進
行
し

て
い
る
」
と
報
告
。
個
人
消
費
に
つ
い
て
は
、

「
四
月
、
五
月
は
低
温
が
続
き
、
夏
物
商
戦

が
不
振
に
終
わ
っ
た
。
六
月
は
、
気
温
が
上

昇
し
好
天
も
続
い
た
こ
と
か
ら
、
消
費
が
盛

り
返
し
た
も
の
の
、
三
カ
月
を
通
し
て
み
る

と
、
前
期
と
ほ
ぼ
同
水
準
」
と
み
て
、「
横
ば

い
」
と
し
た
。

　

七
月
〜
九
月
期
は
、「
日
銀
短
観
で
は
、
七

月
〜
九
月
期
を
好
転
と
予
測
し
て
い
る
」
と

の
見
通
し
を
取
り
上
げ
る
半
面
、「
道
内
で
は
、

原
材
料
価
格
の
上
昇
が
、
企
業
収
益
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
」「
原
油
価
格
の
高
騰
は
、

本
州
へ
の
物
流
コ
ス
ト
上
昇
に
直
結
し
、
企

業
収
益
を
圧
迫
。
ま
た
、
建
築
資
材
の
値
上

が
り
は
、
住
宅
販
売
価
格
に
跳
ね
返
り
、
マ

ン
シ
ョ
ン
の
売
れ
行
き
が
大
き
く
鈍
っ
て
い

る
」
こ
と
を
指
摘
。
個
人
消
費
は
、「
七
月
中

旬
ま
で
は
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

夏
物
商
戦
に
期
待
が
も
て
る
も
の
の
、
下
旬

以
降
は
需
要
先
食
い
の
反
動
が
懸
念
さ
れ

る
」「
定
率
減
税
全
廃
に
よ
る
可
処
分
所
得
の

減
少
が
、
消
費
マ
イ
ン
ド
を
低
下
さ
せ
る
」

と
し
て
、
先
行
き
「
横
ば
い
」
と
し
た
。

　

一
方
、
雇
用
情
勢
（
四
月
〜
六
月
期
）
に

つ
い
て
は
、「
新
規
求
人
数
は
減
少
傾
向
が
続

き
、
四
月
、
五
月
の
有
効
求
人
倍
率
は
前
年

水
準
を
下
回
っ
た
。
業
種
別
に
み
る
と
、
海

外
需
要
に
支
え
ら
れ
た
自
動
車
関
連
で
は
、

生
産
拡
大
に
対
応
し
た
雇
用
増
が
見
ら
れ
る

も
の
の
、
基
幹
産
業
で
あ
る
建
設
業
で
は
厳

し
さ
が
増
し
て
い
る
」「
景
気
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー

調
査
に
よ
る
と
、
道
外
求
人
は
伸
び
て
い
る

も
の
の
、
道
内
求
人
は
頭
打
ち
と
な
っ
て
い

る
」「
日
銀
短
観
で
は
、
人
手
不
足
感
が
強
ま

っ
て
い
る
と
し
て
い
る
が
、
有
効
求
人
倍
率

の
伸
び
が
低
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
職
種

別
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
拡
大
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
」
と
み
て
、「
横
ば
い
」
を
選
択
し
た
。

　

七
月
〜
九
月
期
は
、「
原
材
料
価
格
上
昇
に

よ
る
企
業
収
益
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、

雇
用
環
境
が
好
転
す
る
見
通
し
を
立
て
に
く

い
状
況
に
あ
る
」「
業
種
別
に
み
る
と
、
輸
送

用
機
械
で
は
工
場
の
本
格
稼
働
に
伴
い
求
人

増
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
他
業
種
で
は
厳

し
い
見
通
し
。
特
に
、
消
費
が
伸
び
悩
む
な

か
、
小
売
り
関
連
か
ら
の
求
人
が
頭
打
ち
と

な
り
、
公
共
事
業
削
減
に
よ
り
建
設
業
で
も

厳
し
さ
が
増
す
」「
札
幌
以
外
で
は
、
雇
用
を

牽
引
す
る
業
種
を
見
い
だ
せ
な
い
状
況
に
あ

る
」
こ
と
か
ら
、
先
行
き
「
横
ば
い
」
と
し

た
。

　

青
森
公
立
大
学
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

四
月
〜
六
月
期
の
地
域
経
済
に
つ
い
て
、
①

建
設
関
連
で
は
、
こ
れ
ま
で
好
調
だ
っ
た
セ

メ
ン
ト
が
生
産
水
準
を
引
き
下
げ
、
建
築
木

材
の
生
産
も
低
迷
し
た
②
大
型
小
売
店
売
上

高
（
四
月
分
）
は
、
春
物
衣
料
が
低
調
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
前
年
を
一
・
七
ポ
イ
ン
ト
下

回
っ
た
③
八
戸
港
の
水
揚
げ
は
、
イ
カ
漁
の

不
振
か
ら
、
数
量
（
対
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
二

八
・
一
％
）
が
前
年
を
大
幅
に
下
回
っ
た
も

の
の
、単
価
上
昇
を
受
け
、金
額
ベ
ー
ス
（
同

地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー
調
査
結
果
か
ら

来
期
の
地
域
経
済
は
各
地
で「
横
ば
い
」を
予
想

　

 　

雇
用
情
勢
は
逼
迫
、
人
手
不
足
が
強
ま
る

北
海
道　

原
油
高
が
物
流

コ
ス
ト
直
撃

青
森　

雇
用
は
低
水
準

横
ば
い
圏
内
で
推
移

青森市の観光物産館アスパム
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プ
ラ
ス
四
・
二
％
）
で
は
前
年
を
上
回
っ
た

―
―

こ
と
か
ら
、
現
状
維
持
の
「
横
ば
い
」

と
す
る
。

　

七
月
〜
九
月
期
は
、「
製
造
業
の
業
況
改
善

に
力
強
さ
が
欠
け
る
」「
七
月
に
入
り
、
気
温

が
低
め
に
推
移
し
た
こ
と
か
ら
、
夏
物
衣
料

販
売
に
弱
め
の
動
き
が
見
ら
れ
る
」「
ホ
タ
テ

の
水
揚
げ
が
好
調
に
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、

イ
カ
漁
不
振
か
ら
原
料
調
達
難
が
続
き
、
水

産
加
工
業
は
平
年
並
み
に
と
ど
ま
る
」
と
の

見
方
か
ら
、「
横
ば
い
」
と
し
た
。

　

雇
用
情
勢
（
四
月
〜
六
月
期
）
に
つ
い
て

は
、「
青
森
県
の
有
効
求
人
倍
率
は
、
四
月
が

○
・
四
六
倍
、
五
月
が
○
・
四
九
倍
、
六
月

が
○
・
四
九
倍
と
、
低
水
準
横
ば
い
圏
内
で

の
推
移
が
続
く
」「
県
内
企
業
倒
産
（
負
債
総

額
一
千
万
円
以
上
、
六
月
分
）
は
、
公
共
事

業
削
減
の
流
れ
を
受
け
建
設
業
を
中
心
に
一

一
件
発
生
、
負
債
総
額
は
一
七
億
円
に
の
ぼ

る
」
こ
と
か
ら
、「
横
ば
い
」
と
し
た
。

　

来
期
（
七
月
〜
九
月
期
）
は
、「
大
型
小
売

店
を
中
心
に
非
正
規
で
若
干
の
求
人
増
が
見

込
ま
れ
る
」
と
明
る
い
兆
し
を
報
告
す
る
半

面
、「
正
規
雇
用
の
水
準
は
依
然
と
し
て
低
く
、

真
冬
状
態
」「
増
床
が
相
次
ぐ
大
型
小
売
店
で

は
賑
わ
い
を
見
せ
る
一
方
、
中
心
市
街
地
で

は
廃
業
・
倒
産
に
よ
り
生
活
保
護
を
受
け
る

事
例
も
散
見
さ
れ
る
」
と
報
告
。
県
内
雇
用

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
現
状
が
続
く
と
み
て
、

「
横
ば
い
」
と
し
た
。

　

常
陽
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
四
月
〜
六

月
期
の
地
域
経
済
の
実
績
を
「
横
ば
い
」
と

し
た
。
理
由
と
し
て
、
①
同
セ
ン
タ
ー
が
実

施
し
て
い
る
茨
城
県
内
主
要
企
業
経
営
動
向

調
査
（
以
下
、
企
業
調
査
）
に
よ
る
と
、
四

月
〜
六
月
期
の
自
社
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
全

産
業
が
マ
イ
ナ
ス
九
・
五
％
（
前
期
マ
イ
ナ

ス
九
・
二
％
）
と
横
ば
い
圏
で
推
移
②
原
油
・

素
材
価
格
の
上
昇
に
よ
り
、
製
造
業
で
は
マ

イ
ナ
ス
四
・
四
％
（
同
プ
ラ
ス
一
・
一
％
）

と
五
ポ
イ
ン
ト
近
く
悪
化
す
る
一
方
、
非
製

造
業
は
マ
イ
ナ
ス
一
四
・
四
％
（
同
マ
イ
ナ

ス
一
七
・
四
％
）
と
三
ポ
イ
ン
ト
改
善
③
生

産
、
出
荷
な
ど
実
体
面
の
指
標
は
プ
ラ
ス
を

維
持
し
て
い
る―

―

こ
と
を
あ
げ
た
。

　

七
月
〜
九
月
期
に
つ
い
て
は
、「
横
ば
い
」

と
み
る
。「
企
業
調
査
に
よ
る
と
、
七
月
〜

九
月
期
の
自
社
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
全
産
業
が

マ
イ
ナ
ス
七
・
三
％
と
な
り
、
四
月
〜
六
月

期
か
ら
僅
か
に
好
転
の
見
通
し
」「
製
造
業
が

マ
イ
ナ
ス
五
・
五
％
と
悪
化
す
る
一
方
、
非

製
造
業
は
マ
イ
ナ
ス
九
・
一
％
と
改
善
を
見

込
む
」「
堅
調
な
外
需
を
背
景
に
輸
出
が
地
域

経
済
を
牽
引
す
る
構
図
に
大
き
な
変
化
は
な

く
、
当
面
は
現
状
の
水
準
で
推
移
す
る
」
こ

と
を
理
由
に
あ
げ
た
。

　

雇
用
情
勢
（
四
月
〜
六
月
期
）
に
つ
い
て

は
、
①
四
月
、
五
月
の
有
効
求
人
倍
率
（
季

調
値
）
は
、
一
・
○
三
倍
、
一
・
○
四
倍
と
、

一
月
〜
三
月
期
平
均
（
○
・
九
七
倍
）
よ
り

改
善
が
進
ん
だ
②
企
業
調
査
で
は
、
四
月
〜

六
月
期
の
雇
用
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
全
産
業
が
マ

イ
ナ
ス
一
・
八
％
（
前
期
○
・
七
％
）
と
横

ば
い
圏
内
で
推
移
③
企
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は

新
規
採
用
が
難
し
い
と
の
声
が
聞
か
れ
る―

―

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
判
断
を
一
段
引

き
上
げ
、「
や
や
好
転
」
と
し
た
。

　

七
月
〜
九
月
期
は
、「
企
業
調
査
に
よ
る
と
、

七
月
〜
九
月
期
の
雇
用
判
断
Ｄ
Ｉ
は
全
産
業

が
○
・
九
％
と
僅
か
な
改
善
を
見
込
む
」「
製

造
業
が
一
・
二
％
と
弱
含
む
も
の
の
、
非
製

造
業
は
○
・
七
％
と
改
善
の
見
通
し
」「
来
期

は
、
地
域
の
雇
用
動
向
に
大
き
な
変
化
が
生

じ
る
と
は
考
え
に
く
く
、
現
状
の
水
準
で
推

移
す
る
」
と
の
見
方
か
ら
、「
横
ば
い
」
と
し

た
。

　

中
部
産
業
・
労
働
政
策
研
究
会
は
、
地
域

経
済
の
実
績
と
見
通
し
を
と
も
に「
横
ば
い
」

と
し
た
。
四
月
〜
六
月
期
は
、「
企
業
の
生
産

活
動
は
、
海
外
需
要
の
好
調
さ
を
背
景
に
、

輸
送
用
機
械
や
電
気
機
械
で
高
水
準
を
維

持
」「
設
備
投
資
で
は
、
自
動
車
関
連
で
高
水

準
の
投
資
が
続
く
一
方
、
電
力
で
も
投
資
積

み
増
し
の
動
き
が
あ
り
、
全
体
と
し
て
増

加
」「
百
貨
店
売
上
高
は
、
セ
ー
ル
前
倒
し
効

果
も
あ
り
比
較
的
好
調
。
ま
た
、
ス
ー
パ
ー

売
上
高
も
前
年
を
上
回
る
水
準
で
推
移
し
て

い
る
」
こ
と
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
指
摘
す
る
。

　

七
月
〜
九
月
期
は
、「
企
業
部
門
は
、
来
期

も
、全
産
業
で
引
き
続
き
好
調
に
推
移
す
る
」

と
の
明
る
い
先
行
き
を
示
す
一
方
、
懸
念
材

料
と
し
て
、
①
米
国
や
中
国
な
ど
海
外
経
済

の
動
向
②
原
油
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
③
為

替
相
場―

―

を
あ
げ
、「
こ
う
し
た
不
安
要
因

が
企
業
の
生
産
活
動
に
及
ぼ
す
影
響
を
注
意

深
く
見
守
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
、
好
調

な
企
業
活
動
も
外
部
要
因
は
排
除
で
き
な
い

と
の
慎
重
な
見
方
を
示
し
た
。

　

他
方
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
も
、
実
績
、

見
通
し
と
も
「
横
ば
い
」
と
み
る
。
四
月
〜

六
月
期
は
、「
底
堅
い
消
費
と
高
水
準
の
生
産

活
動
を
背
景
に
、
多
く
の
業
種
で
人
手
不
足

感
が
強
ま
る
」「
所
定
外
労
働
時
間
や
新
規
求

人
数
も
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
」「
愛
知
県

の
有
効
求
人
倍
率
は
三
月
以
降
、
二
倍
超
え

が
続
き
、常
用
労
働
者
数
も
増
加
し
て
い
る
」

こ
と
を
特
徴
と
し
て
あ
げ
る
。

　

七
月
〜
九
月
期
は
、「
製
造
業
の
好
調
さ
を

背
景
に
、
雇
用
情
勢
は
引
き
続
き
改
善
が
続

く
」「
好
調
な
輸
出
を
受
け
、
輸
送
用
機
械
や

電
気
機
械
で
は
高
水
準
の
生
産
が
続
く
。
他

方
、
消
費
も
底
堅
い
動
き
が
続
く
見
込
み
で
、

製
造
業
、
非
製
造
業
と
も
多
く
の
業
種
で
人

手
不
足
が
続
く
」
と
の
見
通
し
を
示
し
た
。

　

北
國
総
合
研
究
所
は
、
四
月
〜
六
月
期
の

地
域
経
済
に
つ
い
て
、
①
個
人
消
費
は
、
新

車
販
売
で
昨
年
実
績
を
下
回
る
な
ど
一
部
で

弱
い
動
き
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
と
し

て
は
引
き
続
き
緩
や
か
な
持
ち
直
し
が
続
く

②
企
業
の
生
産
活
動
は
、
工
作
機
械
や
特
殊

産
業
機
械
の
動
き
が
弱
い
も
の
の
、
プ
レ
ス

機
械
、
繊
維
機
械
は
増
加
し
、
全
体
と
し
て

は
概
ね
横
ば
い
③
電
子
デ
バ
イ
ス
は
、
自
動

車
向
け
は
堅
調
な
も
の
の
、
携
帯
電
話
向
け

に
や
や
一
服
感
が
見
ら
れ
る
④
日
銀
短
観
の

六
月
調
査
で
は
、
全
産
業
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ

が
マ
イ
ナ
ス
三
と
前
回
調
査
（
プ
ラ
ス
三
）

よ
り
悪
化
。
能
登
半
島
地
震
の
影
響
が
一
部

に
残
り
、
非
製
造
業
の
下
落
幅
が
拡
大
し
た

―
―

こ
と
か
ら
、「
横
ば
い
」
と
し
た
。

　

来
期
（
七
月
〜
九
月
期
）
の
北
陸
経
済
に

つ
い
て
は
、「
生
産
活
動
は
引
き
続
き
増
勢
を

維
持
す
る
」「
繊
維
は
、
昨
年
度
の
暖
冬
の
影

響
で
、
秋
冬
向
け
衣
料
の
受
注
が
伸
び
悩
ん

で
い
る
も
の
の
、
今
後
は
前
年
並
み
の
水
準

ま
で
回
復
す
る
」「
企
業
の
設
備
投
資
は
高
水

準
で
、
収
益
も
増
収
増
益
が
見
込
ま
れ
る
」

「
生
産
・
輸
出
の
増
加
、
個
人
消
費
の
持
ち

直
し
を
背
景
に
、
北
陸
経
済
は
引
き
続
き
回

復
傾
向
を
た
ど
る
」
と
み
て
、
先
行
き
「
横

茨
城　

人
材
確
保
難
の
声
が

広
が
る

中
部　

全
産
業
で
人
手
不
足

が
続
く

北
陸　

能
登
半
島
地
震
の

影
響
が
依
然
残
る
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ば
い
」
と
し
た
。

　

雇
用
情
勢
（
四
月
〜
六
月
期
）
は
、
好
材

料
と
し
て
、「
北
陸
地
方
の
四
月
の
有
効
求
人

倍
率
は
一
・
三
二
倍
で
、
全
国
的
に
み
て
も

高
水
準
を
維
持
」「
雇
用
保
険
受
給
者
実
人
員

は
、
引
き
続
き
前
年
を
下
回
っ
て
推
移
」「
現

金
給
与
総
額
は
全
国
平
均
を
上
回
る
水
準
が

続
く
」
こ
と
を
報
告
す
る
一
方
、「
三
月
の
能

登
半
島
地
震
の
影
響
は
依
然
、
尾
を
引
き
、

宿
泊
・
観
光
業
に
は
厳
し
さ
が
残
る
」
と
し

て
、「
横
ば
い
」
と
判
断
し
た
。

　

来
期
（
七
月
〜
九
月
期
）
は
、「
有
効
求
人

倍
率
は
当
面
、
現
状
の
水
準
で
推
移
す
る
」

と
の
見
通
し
を
示
し
、「
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
や

や
厳
し
い
側
面
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ

以
外
で
は
概
ね
雇
用
情
勢
の
改
善
が
進
む
」

「
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
来
期
の
雇
用
情

勢
を
大
き
く
好
転
さ
せ
る
ま
で
に
は
至
ら
な

い
も
の
の
、
現
状
水
準
は
維
持
す
る
」
と
み

て
、「
横
ば
い
」
と
し
た
。

　

関
西
社
会
経
済
研
究
所
は
、
地
域
経
済
の

実
績
、
見
通
し
と
も
に
「
横
ば
い
」
と
し
た
。

四
月
〜
六
月
期
は
、「
家
計
部
門
に
つ
い
て
は
、

個
人
消
費
は
総
じ
て
横
ば
い
で
推
移
し
て
い

る
」「
大
型
小
売
店
販
売
額
は
四
月
が
前
年
比

マ
イ
ナ
ス
○
・
一
％
、
五
月
は
プ
ラ
ス
○
・

二
％
と
横
ば
い
基
調
が
続
く
」「
自
動
車
販
売

は
五
月
で
一
四
カ
月
連
続
の
前
年
割
れ
と
な

り
、
住
宅
投
資
も
や
や
弱
含
み
の
状
況
と
な

っ
て
い
る
」
と
報
告
。
他
方
、
企
業
部
門
に

つ
い
て
は
、「
生
産
は
横
ば
い
基
調
で
推
移
し

て
い
る
が
、
設
備
投
資
は
引
き
続
き
底
堅
く
、

輸
出
は
前
年
比
増
が
続
く
」「
六
月
の
日
銀
短

観
で
は
、
企
業
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
プ
ラ
ス

九
と
三
月
調
査
（
プ
ラ
ス
八
）
と
比
べ
ほ
ぼ

横
ば
い
」
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
あ
げ

る
。

　

七
月
〜
九
月
期
は
、「
家
計
部
門
で
は
、
雇

用
の
改
善
に
伴
い
、
所
得
環
境
が
上
向
い
て

い
る
も
の
の
、
一
人
当
た
り
の
賃
金
は
伸
び

悩
ん
で
お
り
、
消
費
は
引
き
続
き
横
ば
い
で

推
移
す
る
」「
企
業
部
門
で
は
、
Ｉ
Ｔ
関
連
の

在
庫
調
整
の
進
展
を
背
景
に
、
生
産
は
や
や

持
ち
直
し
に
転
じ
る
見
通
し
」「
海
外
経
済
に

つ
い
て
は
、
米
国
で
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン

（
低
所
得
者
向
け
住
宅
融
資
）
問
題
の
波
及

懸
念
か
ら
、
金
融
市
場
で
混
乱
が
生
じ
て
い

る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
持
ち
直
し
の
動

き
が
見
ら
れ
、
欧
州
・
ア
ジ
ア
経
済
も
引
き

続
き
堅
調
で
あ
る
」
こ
と
を
理
由
に
あ
げ
る
。

　

雇
用
情
勢
に
つ
い
て
も
、
実
績
・
見
通
し

と
も
に
「
横
ば
い
」
と
み
る
。
四
月
〜
六
月

期
は
、「
有
効
求
人
倍
率
は
、
四
月
、
五
月
と

も
一
・
一
○
倍
と
、
全
国
平
均
（
四
月
一
・

○
五
倍
、
五
月
一
・
○
六
倍
）
を
上
回
っ
て

推
移
」「
完
全
失
業
率
は
、
三
月
が
五
・
○
％
、

　

四
月
が
四
・
六
％
、
五
月
が
四
・
二
％
と

低
下
傾
向
が
続
く
」「
雇
用
者
数
は
四
月
、
五

月
と
も
プ
ラ
ス
○
・
六
％
と
前
年
比
横
ば
い

基
調
」「
六
月
の
日
銀
短
観
で
は
、
雇
用
判
断

Ｄ
Ｉ
の
不
足
超
過
幅
（
マ
イ
ナ
ス
七
）
が
前

回
三
月
調
査
（
マ
イ
ナ
ス
一
一
）
よ
り
縮
小

し
た
も
の
の
、
引
き
続
き
不
足
超
過
と
な
っ

た
」
こ
と
を
特
徴
に
あ
げ
る
。

　

七
月
〜
九
月
期
は
、「
企
業
部
門
は
来
期
も
、

堅
調
な
推
移
を
続
け
る
」
と
の
見
通
し
を
示

し
、「
Ｉ
Ｔ
部
門
の
在
庫
調
整
進
展
か
ら
企
業

の
生
産
は
持
ち
直
し
に
転
じ
、
設
備
投
資
も

底
堅
く
推
移
す
る
」「
六
月
の
日
銀
短
観
で
は
、

業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
が
低
下
（
プ
ラ
ス
九
↓
プ
ラ

ス
六
）
し
て
い
る
も
の
の
、
雇
用
人
員
判
断

で
は
、
先
行
き
不
足
超
過
幅
が
拡
大
（
六
月

マ
イ
ナ
ス
七
、
九
月
マ
イ
ナ
ス
一
二
）
し
て

い
る
」
こ
と
を
判
断
根
拠
に
あ
げ
た
。

　

中
国
地
方
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
四
月

〜
六
月
期
の
地
域
経
済
を
、「
や
や
悪
化
」
と

し
た
。
厳
し
い
評
価
を
下
し
た
背
景
と
し
て
、

①
鉱
工
業
生
産
指
数
や
日
銀
短
観
な
ど
の
各

種
統
計
で
は
僅
か
な
が
ら
も
悪
化
の
兆
し
が

見
ら
れ
る
②
原
油
や
原
材
料
価
格
の
高
騰
が
、

企
業
収
益
を
圧
迫
し
て
い
る
③
製
造
業
の
集

積
が
高
い
中
国
地
域
で
は
、
仕
入
れ
価
格
の

上
昇
を
販
売
価
格
に
転
嫁
で
き
な
い
川
上
企

業
が
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
る
の
と
は
対
照

的
に
、
造
船
や
工
作
機
械
な
ど
は
堅
調
に
推

移
。
域
内
で
業
種
間
格
差
が
拡
大
し
つ
つ
あ

る―
―

こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

七
月
〜
九
月
期
は
、「
高
操
業
の
製
造
業
が

地
域
経
済
を
牽
引
す
る
構
図
に
大
き
な
変
化

は
見
ら
れ
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
懸
念
材

料
と
し
て
、「
原
材
料
価
格
の
高
騰
」「
自
動
車

販
売
の
低
調
」「
マ
ン
シ
ョ
ン
在
庫
の
増
加
」

を
あ
げ
、「
こ
う
し
た
不
安
要
因
が
、
今
後
の

企
業
の
投
資
判
断
や
人
材
採
用
に
影
を
落
と

す
可
能
性
も
あ
る
」
と
み
て
、
来
期
は
「
横

ば
い
」
と
し
た
。

　

他
方
、
雇
用
情
勢
（
四
月
〜
六
月
期
）
に

つ
い
て
は
、「
中
国
地
方
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
有

効
求
人
倍
率
が
全
国
一
○
地
域
で
四
番
目
と

高
水
準
を
維
持
し
、
域
内
の
労
働
需
給
は
逼

迫
し
て
い
る
」
と
現
下
の
情
勢
を
報
告
。
そ

の
上
で
、「
県
別
で
み
る
と
、
全
国
平
均
を
上

回
る
山
陽
側
と
、
下
回
る
山
陰
側
と
の
開
き

が
一
層
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
る
。
さ
ら
に
、

山
陽
三
県
（
広
島
県
、
岡
山
県
、
山
口
県
）

で
み
て
も
、
瀬
戸
内
沿
岸
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

や
加
工
組
立
産
業
の
集
積
地
（
広
島
、
福
山
、

岡
山
、
倉
敷
、
周
南
）
で
は
旺
盛
な
求
人
需

要
が
期
待
で
き
る
半
面
、
中
山
間
地
域
（
三

次
、
庄
原
、
津
山
）
で
は
総
じ
て
雇
用
環
境

が
厳
し
い
」「
医
療
・
福
祉
や
運
輸
な
ど
、
一

部
業
種
で
は
求
人
増
の
動
き
が
見
ら
れ
る
も

の
の
、『
見
込
み
求
人
問
題
』
の
影
響
で
、
製

造
業
か
ら
の
求
人
が
減
少
し
て
い
る
」
と
し
、

「
横
ば
い
」
を
選
ん
だ
。

　

七
月
〜
九
月
期
は
、「
企
業
の
活
発
な
求
人

活
動
は
来
期
も
継
続
す
る
と
み
ら
れ
、
採
用

者
確
保
の
た
め
、
給
与
水
準
を
引
き
上
げ
る

動
き
が
広
が
る
。
と
り
わ
け
高
校
や
大
学
の

新
卒
者
に
対
す
る
採
用
活
動
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
熱
を
帯
び
る
」
と
明
る
い
見
通
し
を
示

す
半
面
、「
製
造
業
が
集
積
す
る
地
域
で
は
旺

盛
な
求
人
需
要
が
期
待
で
き
る
一
方
、
そ
れ

以
外
で
は
求
人
が
伸
び
悩
む
な
ど
、
地
域
間

格
差
解
消
の
目
途
は
立
っ
て
な
い
」
と
し
て
、

来
期
は
「
横
ば
い
」
と
し
た
。

関
西　

雇
用
統
計
の
改
善
が

進
む

中
国　

新
卒
採
用
が
熱
を

帯
び
る

梅田地下街
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四
国
経
済
連
合
会
は
、
四
月
〜
六
月
期
の

地
域
経
済
に
つ
い
て
、「
四
国
の
景
気
は
、
個

人
消
費
が
盛
り
上
が
り
に
か
け
る
も
の
の
、

設
備
投
資
は
増
加
傾
向
に
あ
る
な
ど
、
全
体

と
し
て
は
緩
や
か
な
改
善
基
調
に
あ
る
」
と

現
状
を
分
析
。
そ
の
上
で
、「
当
会
が
六
月
に

実
施
し
た
景
気
動
向
調
査
（
以
下
、
六
月
調

査
）
で
は
、
四
国
の
景
気
が
『
既
に
回
復
』

ま
た
は
『
回
復
傾
向
』
と
み
る
企
業
割
合
は

五
四
％
と
、
前
回
調
査
（
三
月
）
よ
り
一
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
他
方
、景
気
が
『
低
迷
・

横
ば
い
』
ま
た
は
『
下
降
』
と
み
る
企
業
は

四
六
％
と
、
前
回
調
査
か
ら
一
ポ
イ
ン
ト
低

下
し
た
」
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
判
断
を

一
段
引
き
上
げ
、「
や
や
好
転
」
と
し
た
。

　

七
月
〜
九
月
期
は
、「
六
月
調
査
に
よ
る
と
、

景
気
が
『
既
に
回
復
』
ま
た
は
『
回
復
傾
向
』

と
回
答
し
た
企
業
の
九
七
％
が
今
後
、
三
カ

月
を
超
え
て
景
気
回
復
が
続
く
と
予
測
し
て

い
る
」「
他
方
、
景
気
が
『
低
迷
・
横
ば
い
』

も
し
く
は
『
下
降
』
と
回
答
し
た
企
業
の
八

二
％
が
、
回
復
に
転
じ
る
時
期
が
『
一
年
よ

り
先
』
と
み
て
い
る
」
こ
と
か
ら
、
来
期
の

経
済
は
「
横
ば
い
」
と
し
た
。

　

雇
用
情
勢
（
四
月
〜
六
月
期
）
に
つ
い
て

は
、「
六
月
調
査
で
、
四
国
に
本
社
を
置
く
企

業
で
、
雇
用
調
整
を
実
施
中
の
企
業
割
合
は

二
三
％
で
、
前
回
調
査
と
同
水
準
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
○
四
年
六
月
調
査
以
降
、
も
っ
と

も
低
い
割
合
で
、
雇
用
情
勢
は
比
較
的
安
定

し
て
い
る
」
と
み
て
、「
横
ば
い
」
を
選
択
。

　

七
月
〜
九
月
期
の
雇
用
動
向
に
つ
い
て
は
、

「
六
月
調
査
に
お
い
て
、
今
後
雇
用
調
整
を

予
定
し
て
い
る
企
業
割
合
は
二
二
・
九
％
と
、

前
回
調
査
よ
り
四
・
五
ポ
イ
ン
ト
低
下
し

た
」「
四
国
に
本
社
を
置
く
企
業
の
、
○
七
年

度
の
初
任
給
引
き
上
げ
の
実
施
状
況
は
、『
引

き
上
げ
を
実
施
し
た
（
予
定
を
含
む
）』
が

二
五
％
と
、
現
時
点
で
○
六
年
度
実
績
（
二

○
％
）
を
上
回
っ
て
お
り
、
企
業
の
人
材
確

保
が
以
前
よ
り
厳
し
く
な
っ
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
る
」
こ
と
か
ら
、「
や
や
好
転
」
と

明
る
い
見
通
し
を
示
し
た
。

　

九
州
経
済
調
査
協
会
は
、
四
月
〜
六
月
期

の
地
域
経
済
に
つ
い
て
、「
鉱
工
業
生
産
指
数

は
一
月
〜
三
月
期
で
前
期
比
○
・
四
ポ
イ
ン

ト
低
下
、
四
月
は
前
期
並
、
五
月
は
二
・
○

ポ
イ
ン
ト
低
下
す
る
な
ど
、
回
復
に
一
服
感

が
み
ら
れ
る
」「
九
州
地
域
景
気
ウ
オ
ッ
チ
ャ

ー
調
査
の
現
状
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、六
月
で
四
四
・

八
と
前
月
よ
り
一
・
一
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、

判
断
の
分
か
れ
目
と
な
る
五
○
を
七
カ
月
連

続
で
下
回
っ
た
」
と
マ
イ
ナ
ス
材
料
を
列
挙
。

一
方
、
明
る
い
動
き
と
し
て
、「
域
内
の
主
要

産
業
で
あ
る
鉄
鋼
、
化
学
、
半
導
体
、
自
動

車
で
は
、
旺
盛
な
海
外
需
要
を
背
景
に
、
依

然
と
し
て
高
水
準
の
生
産
を
維
持
す
る
」「
五

月
の
九
州
・
山
口
の
輸
出
額
は
対
前
年
同
期

比
一
六
・
六
％
増
と
、高
水
準
を
維
持
す
る
」

こ
と
を
あ
げ
、
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
を
総
合

的
に
判
断
し
、「
横
ば
い
」
と
し
た
。

　

七
月
〜
九
月
期
は
、「
鉄
鋼
、
化
学
、
輸
送

用
機
械
で
は
旺
盛
な
海
外
需
要
を
背
景
に
、

好
調
さ
を
維
持
す
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の

産
業
で
は
小
幅
な
動
き
に
と
ど
ま
る
」「
六
月

の
九
州
地
域
景
気
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
の
先

行
き
判
断
Ｄ
Ｉ
は
四
七
・
八
と
前
月
か
ら
○
・

八
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、
判
断
の
境
目
と
な
る

五
○
を
三
カ
月
連
続
で
下
回
っ
た
」「
日
銀
の

六
月
九
州
短
観
で
は
、
全
産
業
の
業
況
判
断

Ｄ
Ｉ
は
前
回
調
査
と
同
じ
プ
ラ
ス
五
を
維
持

し
た
」
こ
と
か
ら
、「
域
内
で
は
好
調
な
業
種

と
頭
打
ち
感
の
あ
る
業
種
が
混
在
し
て
お
り
、

短
期
的
に
は
大
き
な
変
化
は
な
い
」
と
み
て
、

「
横
ば
い
」
を
選
ん
だ
。

　

雇
用
情
勢
（
四
月
〜
六
月
期
）
に
つ
い
て

は
、「
九
州
の
有
効
求
人
倍
率
を
四
半
期
平
均

で
み
る
と
、
一
月
〜
三
月
期
の
○
・
七
九
倍

か
ら
、
四
月
〜
六
月
期
は
○
・
八
一
倍
と
、

若
干
の
改
善
が
み
ら
れ
た
」
と
明
る
い
材
料

を
指
摘
す
る
一
方
、「
先
行
指
標
で
あ
る
パ
ー

ト
求
人
は
四
月
以
降
、
横
ば
い
で
推
移
」「
六

月
の
九
州
地
域
景
気
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
で

は
、
管
内
の
労
働
需
給
に
大
き
な
変
化
は
な

い
と
の
報
告
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
」
こ
と
も
踏
ま
え
、
現
状
維
持
の
「
横

ば
い
」
と
す
る
。

　

来
期
（
七
月
〜
九
月
期
）
は
、「
先
行
指
標

で
あ
る
新
規
求
人
は
対
前
年
度
で
増
加
基
調

を
た
ど
る
も
の
の
、
増
加
幅
が
や
や
縮
小
傾

向
に
あ
る
」「
日
銀
の
六
月
短
観
の
雇
用
判
断

Ｄ
Ｉ
で
は
、
全
産
業
で
マ
イ
ナ
ス
四
と
な
り
、

前
期
（
マ
イ
ナ
ス
一
）
よ
り
不
足
幅
が
拡
大

し
た
」
こ
と
か
ら
、「
域
内
の
雇
用
は
回
復
が

進
ん
で
い
る
も
の
の
、
回
復
に
や
や
頭
打
ち

感
が
出
始
め
、
伸
び
悩
み
の
状
況
に
あ
る
」

と
分
析
。
そ
の
う
え
で
、「
雇
用
が
大
幅
に
悪

化
す
る
要
因
も
特
に
見
あ
た
ら
ず
、
来
期
の

雇
用
情
勢
に
大
き
な
変
化
は
な
い
」
と
の
見

方
か
ら
、
先
行
き
「
横
ば
い
」
と
し
た
。

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

　

モ
ニ
タ
ー
登
録
機
関
は
、
全
部
で
九
研
究

機
関
。
北
か
ら
、
㈱
北
海
道
二
十
一
世
紀
総

合
研
究
所
（
北
海
道
）、
青
森
公
立
大
学
地

域
研
究
セ
ン
タ
ー
（
青
森
）、
財
団
法
人
常

陽
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
（
茨
城
）、
財
団
法

人
中
部
産
業
・
労
働
政
策
研
究
会
（
愛
知
）、

財
団
法
人
北
國
総
合
研
究
所
（
石
川
）、
財

団
法
人
関
西
社
会
経
済
研
究
所
（
大
阪
）、

社
団
法
人
中
国
地
方
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

（
広
島
）、
四
国
経
済
連
合
会
（
香
川
）、
財

団
法
人
九
州
経
済
調
査
協
会
（
福
岡
）。

（
調
査
・
解
析
部　

遠
藤
彰
）

四
国　

初
任
給
引
き
上
げ
の

動
き
が
広
が
る

九
州　

雇
用
回
復
に
や
や

頭
打
ち
感

愛媛・道後温泉のからくり時計

福岡市天神
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